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『カラム』に映し出された華人系ムスリム

　『カラム』には、数は少ないが華人ムスリムをとらえ
た写真記事が掲載されている。一つ目は、1955年３月
号に掲載された写真である。「全マラヤ・イスラム教徒
華人協会（Persekutuan Cina Islam Se-Malaya）の
設立」というタイトルの下に、５枚の写真が掲載され
ている。写真に付された説明は以下のように伝えてい
る。1955年2月20日に全マラヤ・ムスリム華人協会の
設立集会が開催された。この組織は、マラヤにおける

イスラム教のさらなる布教（dakyah）を目的とした組
織として初の組織である。場内には「イスラム教はこ
の世で一番」と華語で書かれたスローガンが掲げられ
ていた［Qalam 56, 1955, 19; 22］。
　全マラヤ・ムスリム華人協会は、シンガポールとジョ
ホール州の華人系ムスリムにより、ジョホールバルで
設立された。同協会は『南洋商報』では「馬華回教徒協
会」や「馬来亜華人回教徒協会」などの名称で表記され
ている［南洋商報 1955.2.16; 1957.5.17; 1958.7.5］。同
協会の設立は、1954年11月８日にジョホールバルで
行われたムハンマド生誕祭に由来する。生誕祭ではパ
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レードが行われ、各民族のムスリム約6,000人が参加
し、その中にはシンガポールとジョホール州の華人系
ムスリム約2,000人も含まれていた。パレードはジョ
ホールバル市政府前の広場に到着し、各民族の代表者
がスピーチを行った。その後、モスクで6,000人が参加
する食事会が行われた。午後１時半から華人系ムスリ
ムの座談会が開かれ、華人系ムスリムの統一的な組織
がまだないため、そのような組織を設立することが提
案された［南洋商報 1954.11.8］。1948年8月から1950
年1月まで在イポー中華民国領事を務めた華人系ムス
リムのイブラヒム・マ（馬天英）を委員長、馬俊武を副
委員長とし、そのほかに９名の委員で構成される準備 
委員会が設立された［南洋商報 1955.2.6］。こうした経 
緯を経て全マラヤ・ムスリム華人協会が設立されるに
至った。1957年５月には同協会のスランゴール支部が
設立された［南洋商報 1957.5.7］。
　二つ目の写真は、1957年３月号の『カラム』の裏表紙
に掲載された写真である。スランゴール州ジンジャン

（Jinjang）で撮られたこの写真の下には、「イスラム教
に改宗したての華人系同胞を歓迎する記念写真」とい
うキャプチャーがついている。また、この写真の情報
として以下の記載がある。

　1956年12月25日に12人の華人がジンジャンで
イスラム教に改宗した。彼らは10年前にイスラム教
に改宗したカリル（Khalil）同胞の尽力によってイスラ
ム教に改宗した。写真のなかでカリルは、黒いソンコを
かぶり、トゥアン・ハジ・ファター・アヒール（Tuan Haji 

Fatah Akhir）の後ろに立っている。トゥアン・ハジ・ファ
ター・アヒールは新たな同胞たちに信仰告白を教えた。
スランゴール州モスク監督官のラジャ・オスマン・ラ
ジャ・アリ（Raja Osman Bin Raja Ali）とクアラルンプー
ルのプカンバトゥ・モスクの委員らも同席した。新たな
同胞に対するイスラム教の教授は、プカンバトゥ・モス
クのクルアン朗唱師（qariah）委員に託された。1956
年12月30日にプカンバトゥのマレー人学校で彼ら
を歓迎するお茶会が開かれ、300人の男女が主席した

［Qalam 79, 1957: 9］。

　この式典は『シンガポール・スタンダード』でも報じ
られている。それによると、「マラヤの現代史において
最大規模の改宗式」で、ジンジャン新村の住民の商人
や農民などが出席したとのことであった［Singapore 
Standard, 27 December 1956］。
　ジンジャンはクアラルンプール北西部に位置する。
1950年以降、イギリス植民地政府がこの地にあったゴ

ムのプランテーションを切り開き、新村（New Village）
を設立した。新村は、1948年６月に武装蜂起したマラ
ヤ共産党を鎮圧するために整備された住宅地である。
日本占領期および第二次世界大戦後の混乱期に、華人
のなかには合法的な手続きを取らず、人の手の及んで
いない土地に住み着き、農業や養豚、魚の養殖などを
行ったり、近隣のプランテーションで働いたりするな
どして生計を立てる者が現れた。こうして形成された
集落には、マラヤ共産党に食糧を提供したり、マラヤ
共産党員をかくまったりするなど、マラヤ共産党を支
援する者がいるとされた。マラヤ共産党に対するこう
した支援を絶つため、イギリスは新村を建設し、道路
を整備し、周辺集落から住民を新村に移住させ、住民
の生活を管理し、その動向を可視化できるようにした

［Lim and Fong 2005, 25－27］。ジンジャンには、クア
ラルンプール北部に位置するスンガイトゥア、バトゥ
ケーブ、スラヤン、ウルクラン、チュラスなどにあった
華人集落の住民が移住してきた［Yip 2015］。今日半島
部マレーシアには新村が400カ所以上存在し、新村の

『カラム』1955年3月号22ページの写真
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人口の大部分は華人である。ジンジャンは新村の中で
も最大規模を誇り、華人が集住する住宅地として知ら
れている［潘 2015］。

マレーシアにおける華人系ムスリムの位置付け

　今日のマレーシアには、イスラム教を信仰する華人
が約４万2,000人存在する。彼らは華人社会において
も、またムスリム社会においても少数派とされる。華
人系ムスリムの華人人口全体における割合は0.65%で
あり、ムスリム人口全体における割合は0.24%である

［Department of Statistics of Malaysia, 2010, 82］。
マラッカ海峡地域には、「イスラム教徒になること」と

「マレー人になること」が同義であるという認識が歴
史的に存在した。その認識のもと、20世紀以降、今日
の半島部マレーシアとシンガポールにあたるマラヤ
地域でマレー人という人間集団の概念化が進展し、宗
教（イスラム教）と民族（マレー人）が不可分なもので
あるととらえられるようになってきた。とりわけ1970
年代以降、マレー人などブミプトラへの資源の公的な
配分において政府が積極的に介入する新経済政策が
開始し、マレー人およびブミプトラという概念から華
人とインド人が排除される論理が強まる中で、華人
はたとえイスラム教に改宗しても「新たな同胞」とい
うカテゴリーに分類され、マレー人およびブミプトラ
としては受け入れないという方針が確立していった 

［Nagata 1984, 195－197; Ma 2005, 103］。華人の間に

も、イスラム教はマレー人の宗教であるという認識が
強く、華人であることとムスリムであることは両立し
難いと一般に認識されている［Ma 2005, 102; 2011, 
30－34］。華人系ムスリムは、華人社会における認識に
おいても、マレー人ムスリム社会における認識におい
ても、周縁的な存在であるとされる。
　マラヤ地域の華人系ムスリムのなかには、回族など
中国のムスリム・コミュニティの子孫であり、生まれ
ながらにムスリムである人たち1）と、改宗してムスリ
ムになった人たちがいる。このうち改宗してムスリム
となった人たちについて、婚姻に伴い改宗した華人系
ムスリムやマレー人と華人との間に生まれた混血系
ムスリムなどを中心に、華人社会とマレー人ムスリム
社会双方において周縁的な存在として位置づけられ
る華人のアイデンティティをロージー・マが論じてい
る［Ma 2005; 2011］。また、1960年代後半から1970年
初めのマラヤ地域では、華人など非マレー人の間にイ
スラム教に改宗する動きが顕著であり、これについて
ジュディス・ナガタがマレーシアにおける政策の変化
とそれに呼応した改宗者の動機に重点をおいて論じ
ている［Nagata 1984］。ナガタは改宗者の動機として、
新経済政策が開始される中でマレー人と同等の経済
的な権利を得ようとする経済的な動機、「華人は共産
主義者」という疑念を晴らし政治的に安定した立場を

『カラム』1957年２月号裏表紙の写真

１） トレンガヌの雲南系ムスリムについて［Tan 1991］がある。ま
た、福建省泉州を出自とするペナンのコイ（Koay／郭）氏につ
いて［王 2004］がある。これらに加え、1950年代以降の改宗者
も含めて［Ma 2005］が扱っている。
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確保したいという政治的な動機、自己啓発や自分探し
という精神的な動機などを挙げている［Nagata 1984, 
194－199］。
　しかしこれらの研究は、1950年代および60年代 
のマラヤ地域における華人のイスラム教への改宗を
めぐる動向を直接論じるものではない。この時代に
は、トゥンク・アブドゥル・ラーマン首相の提案により
1960年に設立されたマレーシア・イスラム福祉機構

（Pertubuhan Kebajikan Islam Malaysia、PERKIM）が、
非マレー人・非ムスリムに対してイスラム教への改宗
を促進する活動を積極的に行ったとされる。ナガタと
マは、PERKIMが非ムスリム、特に華人へのイスラム
教の布教を目的として設立され、華語、広東語、福建語
などでイスラム教の布教が行われたことに言及して
いる［Nagata 1984, 168; Ma 2005, 103］。しかし当時
の状況がどのような様子であったのかはあまり論じ
られていない。以下では、シンガポールで発行されて
いた『ストレイツ・タイムズ』と『ブリタ・ハリアン』お
よび『南洋商報』を資料とし、イスラム教に改宗する華
人を取り巻く1950年代および60年代の状況を探って
みたい。

改宗者の増加

　マラヤで発行されていた日刊紙には、1950年代か
ら1960年代にかけて、イスラム教に改宗する華人に
ついての記事が掲載されていた。孤児として育った20
代の華人男性２人がペナンで改宗した記事や［Straits 
Times, 27 December 1956］、改宗してムスリムとなっ
た華人カップルがシンガポールで結婚式をあげた記
事［Straits Times, 23 November 1958］、従業員がイ
スラム教に改宗しても解雇せずに改宗者に対して寛
容な精神で接することを求める全マラヤ・ムスリム布
教協会ペラ支部長の発言を伝える記事［Straits Times, 
5 February 1959］、1960年にペラ州で25人が改宗し
たことを伝える同支部長による報告［Berita Harian, 
6 Januali 1961］などの記事がある。
　華人の改宗者に関する記事は1964年に非常に多
くなっている。これらの記事はこの年にスランゴール
州クラン、ジンジャン、プタリンジャヤで改宗式が行
われたことを伝えている。１月１日にクランのバトゥ
ティガ通りにあるイスラム教訓練センターで改宗式
があり、華人14人が改宗した。改宗式の主催者はスラ
ンゴール州マレー人宗教・慣習局のカディであった。

改宗式には、PERKIM事務局長のハジ・ムビン・シェ 
パード（Haji Mubbin Sheppard）や、同幹部のイブ 
ラヒム・マ、マラヤ・イスラム・カレッジの講師でウス 
タズのマフユディン・ムサ（Mahyuddin Musa）のほ 
か、宗教局やPERKIMの幹部たちが出席した［Berita 
Harian, 2 January 1964］。また、３月にはジンジャン
で、５月にはプタリンジャヤで、７月にはクランで、華
人がイスラム教に改宗する改宗式が行われた。ジン
ジャンでは華人14人が、プタリンジャヤでは華人15
人が、クランでは華人18人が、イスラム教に改宗した。

［Straits Times, 30 March 1964; 18 May 1964; Berita 
Harian, 13 July 1964］。いずれの改宗式にもスラン
ゴール州宗教局とPERKIMから幹部が出席してい
た。PERKIMは設立以降、1963年に36人、1964年に
99人をイスラム教に改宗したと報告していた［Berita 
Harian, 14 February 1965］。
　華人の改宗は新聞記事となるほど珍しい事例で
あったこと、そして集団的な改宗が行われていたこと
がわかる。

マラヤ連邦政府と
香港・台湾の華人系ムスリムの積極的な関与

　非マレー人・非ムスリムに対するイスラム教の布教、
とりわけ華人に対する布教は、ラーマン首相のもとで
かなり積極的に行われていたようである。PERKIM
の設立もその例である。PERKIMは設立の経緯を以
下のように説明している。1960年8月19日、ラーマン
首相はクアラルンプールの首相公邸で、イスラム教を
マラヤ連邦に広めるための機構を設立することに関
心をもつムスリム数人と会合を行った。ラーマンは、
マラヤのすべての民族、とくに華人を対象に、イスラ
ム教をまだ信仰していない人たちにイスラム教を教
えることを機構の第一の目的とするべきだと述べ、
２万リンギの小切手を機構の設立に寄付した。ラーマ
ンはPERKIMの設立を各州のマレーの王たちに報告
し、各州に支援を依頼した［PERKIM 2017］。
　非マレー人・非ムスリムに対する布教について、ラー
マン自身が語った記事は収集できていないが、ラーマ
ンおよびマラヤ連邦政府に香港や台湾から華人系ム
スリムを招き、中国系言語2）でマラヤの華人に布教す
２） マレーシアやシンガポールでは中国語を華語と呼ぶように

なっている。しかし華語は中国大陸の普通語および台湾の国語
にあたるマンダリンを意味する語である。本稿で扱う中国語
は、広東語や福建語である可能性もあるため、資料で“Chinese 
language”や“bahasa Cina”として言及される言語を中国系言
語と表記する。
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る考えがあったらしいことを伝える記事がある。
　香港や台湾には、共産党政権下となった中国から避
難してきたムスリムが合わせて約90万人いて［Berita 
Harian, 21 November 1958］、香港には約50万人の
避難者が滞在していたとされる［南洋商報 1957.7.4］。
ラーマンは1958年５月31日に日本から香港経由でマ
ラヤに帰国する際に、香港に滞在する華人系ムスリム
避難民をマラヤに受け入れることを国連香港支部よ
り依頼された。マラヤへの入国を希望する者は3,000
人から4,000人いると伝えられた。ラーマンはこれら
避難民のマラヤへの受け入れを検討するとしながら
も、入国希望者があまりにも多い場合は資格や条件な
どを設けて入国許可者を選ばざるをえないと回答し
た［Berita Harian, 16 June 1958］。
　ラーマンのこの対応にUMNOから批判が出た。これ
に対してキール・ジョハリ（Khir Johari）教育大臣は、
ラーマンには何千人も受け入れる意図はなく、華人に
イスラム教を伝えるには中国系言語を通じて伝える
のが最善であり、ラーマンはその文脈で香港からのム
スリム避難民の受け入れを検討していると説明した

［Berita Harian, 28 October 1958］。
　香港のムスリム避難民を視察する調査チームが11
月にマラヤから香港に派遣された。調査チームは、
ジョホール州イスラム教局長、全マラヤ・イスラム協
会（汎マレーシア・イスラム政党の前身）幹部、UMNO
最高評議会メンバー、イブラヒム・マなどで構成され
た［Berita Harian 10 November 1958］。その報告を
受けたマラヤ連邦政府は香港のムスリム避難民を受
け入れないとの決定を下した。ラーマンはこの決定に
ついて、調査報告によればマラヤへの入国希望者の多
くは専門職従事者であり、彼らが置かれた状況は想像
していたほど悪いものではないと判断したためだと
説明した［Berita Harian, 27 November 1958］。
　香港に滞在する華人系ムスリムのマラヤに対する
アプローチはその後も続いたようである。1959年７月
には、マラヤの非ムスリムの間に存在するイスラム教
に対する誤解を解くことを目的に、５名の華人系ムス
リムがマラヤを訪問した。全マラヤ・ムスリム布教協
会がこれを受け入れた［Singapore Free Press, 13 July 
1959］。
　また、PERKIM設立直前の1960年８月５日に、台湾
からマラヤを訪問した４名の華人系ムスリム布教師
がアブドゥル・ラザク副首相兼防衛大臣と面会した。
台湾からの訪問団には、中華民国立法委員や台湾のム

スリム華人協会の指導者などが参加していた。彼らは
マラヤの華人にイスラム教を布教するため、台湾から
有資格者を派遣する可能性を視察する目的でマラヤ
を訪問していたと伝えられている［Berita Harian, 6 
August 1960］。
　これと前後して、全マラヤ・ムスリム布教協会やマ
ラヤ連邦政府は、中国系言語によるイスラム教の普及
を積極的に進めていた。全マラヤ・ムスリム布教協会
の提案を受け、1959年８月にイポーで英語と中国系言
語でイスラム教を教える教室が設置された。華人とイ
ギリス人７人が同協会の幹部の指導のもとで学んでい
ると報道された［Berita Harian, 1 August 1959］。また、
マラヤ連邦政府は1961年９月に、キタブを華語に翻訳
する機関を設立したことと、イブラヒム・マがその長
を務めることを発表した。この機関ではクルアンの翻
訳も計画しているとのことであった［Berita Harian, 
30 September 1961］。

1950年代・60年代のマラヤ地域の
社会と国家

　以上の記事が断片的に伝える情報を整理すると、以
下の事柄を指摘することができるだろう。
　第一に、1950年代・60年代当時、ラーマンやマラヤ
連邦政府・各州政府関係者、PERKIM幹部は、華人の
イスラム教への改宗を促進するには中国系の言語を
通じて布教活動を行うことが重要であると認識して
いた。おそらくその背景には、1950年代を通じて華人
コミュニティが華語教育の維持や華語の公用語化を
要求してきたことの影響があると思われる。言語を
めぐる政治の中で、マレー人は「言語は民族の魂であ
る」と主張してマレー語の国語化と国語による国民教
育制度の整備を求めた。華人もまた「言語は民族の魂
である」と主張し、華語で教育を行う自由を保障すべ
く、華語教育を国民教育制度の一部に位置付けるよう
求めた。こうした交渉を経験したラーマンや政府関係
者は、華語および中国系言語を尊重しながら華人にイ
スラム教を普及することが重要であるという認識を
もっていたものと思われる。
　第二に、華語によるイスラム教の普及において、香
港および台湾の華人系ムスリムが積極的に関わろう
としていた。彼らの多くは共産化した中国から逃れて
きた人たちであると言われており、新たな天地を探し
て行き先を模索していたことが推察される。マラヤ共
産党の蜂起と中国における共産党政権の成立により、
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マラヤ地域と中国大陸との往来は1949年以降厳しく
制限されるようになった。こうした厳しい制限が香港
および台湾からの入国者にも適用されていたのかに
ついては改めて確認する必要があるが、中国系言語を
操れるムスリムという立場を生かし、マラヤ地域に活
路を見いだそうとしていた中華圏の華人系ムスリム
の存在は、中華圏とイスラム圏の交わる場であるマラ
ヤ地域をとらえるうえで興味深い事例であると思わ
れる。
　第三に、1940年代から1970年代の間にマレー人概
念がどのように展開したのか再検討の必要がある。ナ
ガタは、ラーマンはマレー人概念を開かれたものとし
て考えており、改宗するなどしてマレー人の資格を満
たす者はマレー人として受け入れ可能であると発言
していたと指摘する［Nagata 1984, 196－197］。ラーマ
ンはイスラム教に改宗した華人をどのように位置付
けてようとしていたのか。イスラム教を受容した華人
は華人としてのルーツを消し去りマレー人になって
いく存在としてとらえていたのか。それとも、中国系
言語を通じて華人としてのルーツを維持しながらマ
レー人でもある「中国系マレー人」というカテゴリー
がマレー人社会の中に形成されることを想定してい
たのか。華人に対するイスラム教の布教を積極的に進
めた人たちは、どのような認識を持っていたのか。そ
れがどのようにして1970年代以降、先行研究が指摘
するような「イスラム教はマレー人の宗教だが、イス
ラム教に改宗してもマレー人にはなれない」という認
識を形成していくようになったのか。1946年にマレー
人の定義は、ムスリムでマレー語を話し、マレーの慣
習を実践する者として明文化されたが、もともとこの
定義は現実とそぐわない部分が多々あった。そうした
現実との矛盾を1970年に至るまでにどのように調整
していったのか。これらについて改めて議論すること
の意義は大きいと思われる。
　今回は使用した資料が限定的であるため、まだ不明
な点も多い。マラヤ連邦政府の公文書やマラヤ地域の
各地域を拠点とする新聞記事、香港や台湾の華人系ム
スリムの動向を伝える資料などを収集することによ
り、上記の３つの観点に関する理解がより深まるもの
と思われる。
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